
第２号様式　その２

（４） エネルギー状況報告書の公表方法 ※公表期間は、2015年8月1日であれば、「20150801」のように区切り文字を入れずに入力してください

～

２　特定エネルギーの供給に伴い排出された温室効果ガスの量

(単位　千ｔ-CO2)

３　特定エネルギーの供給に伴い排出された温室効果ガスの量（１ｋＷｈ当たり）及びその抑制に係る措置の進捗状況

(単位　kg-CO2/kWh) (単位　％)

（排出係数の削減目標達成に向けた具体的な対策の取組実績及びその効果）

４　再生可能エネルギーの供給の量の割合及びその拡大に係る措置の進捗状況

　再生可能エネルギーを利用した発電による電気の供給の利用量の割合

（再生可能エネルギーの具体的な利用促進対策の取組実績、開発の実績等）

※自社等発電所に限らず、再生可能エネルギーの具体的な利用促進対策の取組実績、開発の実績を記入する。

H26年度においてもグループ発電所において発電効率の改善努力、木屑ﾊﾞｲｵﾏｽ投入量の増加等の取
組を継続するとともに、供給力が逼迫する局面においては稼働率を上げ、余剰電力を電力会社へ提供
する等の運用を臨機応変に行いました。その他低排出係数電源であるごみ発電所からの余剰電力や、
水力発電、太陽光発電、風力発電からの調達も増やしております。ただし、JEPXや一般電気事業者の排
出係数悪化や、ごみ発電入札の競争激化などの逆風もあり、排出係数は悪化する結果となっておりま
す。

前々年度の実績 前年度の実績

・関係会社であるサミット明星パワー㈱（木屑バイオマス発電所）より、再生可能エネルギーを調達してお
ります。
・バイオマス発電所の開発、風力発電所の開発に取り組んでおります。
・太陽光発電や風力発電からの調達も増やす努力（調整力との兼ね合い）も進めております。

利用量
(千kWh)

利用率
（％）

利用量
(千kWh)

利用率
（％）

38.53% 46.66%

項目 前々年度

（火力発電のCO2排出係数） 0.373 0.360

調整後CO2排出係数 0.460 0.471

前々年度 前年度

把握率

全電源のCO2排出係数 0.420 0.373 100%

　排出量 64 28

所在地：

閲覧可能時間

前年度

http://www.summit-energy.co.jp/

窓口での閲覧 閲覧場所：

2016  年  07  月  31  日  

36,947

冊子（環境報告書等） 冊子名：

入手方法：

(58,417)

16,978

(35,579)

公表期間 2015  年  08  月  01  日  

公表方法

ホームページで公表 アドレス：

その他

項目


